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12月２０
２１年

日
本
共
産
党
奈
良
県
委
員
会
と
日

本
共
産
党
奈
良
県
会
議
員
団
は
11
月

24
日
、
荒
井
正
吾
知
事
に
２
０
２
２

年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
予
算

要
望
書
を
提
出
、
懇
談
【
上
写
真
】

し
ま
し
た
。

新
年
度
の
奈
良
県
予
算
案
が
、
県

民
の
命
と
暮
ら
し
・
営
業
、
地
域
を

守
り
、
地
方
自
治
体
の
「
住
民
福
祉

の
増
進
」
と
い
う
役
割
を
果
た
す
よ

う
求
め
る
も
の
で
、
「
重
点
要
望
」

と
２
８
１
の
「
個
別
要
望
」
で
す
。

「
重
点
要
望
」
に
は
、

❶
コ
ロ
ナ
対
策
、
医
療
と
保
健
所

体
制
の
強
化
な
ど
命
を
守
る
対
策

❷
暮
ら
し
と
営
業
、
雇
用
を
守
り
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

❸
す
べ
て
の
子
ど
も
・
学
生
の
学

び
と
成
長
を
保
障
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
を

❹
大
型
開
発
を
や
め
て
命
と
暮
ら

し
を
守
る
県
政
に

❺
気
候
危
機
打
開
へ
Ｃ
Ｏ
２
削
減
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

❻
平
和
と
憲
法
を
守
る

の
６
つ
を
柱
と
す
る
40
項
目
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
個
別
事
項
」
は
、
❶
医

療
、
介
護
の
充
実
、
子
育
て
支
援
な

ど
、
社
会
保
障
、
福
祉
・
教
育
を
最

優
先
に

❷
地
域
経
済
の
振
興
、
雇

用
の
確
保
を

❸
環
境
保
全
や
災
害

対
策
を
強
化
し
、
住
民
の
安
全
を
守

る

❹
文
化
遺
産
を
自
然
や
景
観
と

一
体
に
保
存
す
る

❺
住
民
福
祉
の

機
関
と
し
て
の
地
方
自
治
体
を
守
り
、

県
民
に
開
か
れ
た
公
正
で
清
潔
な
政

治
に

❻
県
警
察
へ
の
要
望

の
、
全
部
で
２
８
１
の
県
民
の
切
実

な
願
い
を
、
新
年
度
予
算
編
成
に
盛

り
込
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

補正予算が提案され、予算審査特別委員会が開かれました。山村幸穂議員が、

新型コロナウイルス感染症対策など、２０項目、各分野にわたって質問、提案し

ました。

この中で、新たにスーパーシティ構想を進めるための予算が提案されました。

県が進めている大和平野中央プロジェクト（田原本・三宅・川西３町と県が協

定を結び、県立大学工学部設置や球技場、スポーツ施設建設などを中心とした街

づくりの構想）を、突然、国の「スーパーシティ構想」に変更するというのです。

関係する住民にも、議会にもこのような構想について知らされていません。

「スーパーシティ」とは、政府が、ＡＩやデジタル大企業の技術をつかって、

医療や交通、金融などのサービスを一括して、自動的に提供する未来都市を創る

という計画で公募しています。奈良県も応募するとのこと。そのために、個人の

健康状態、預金口座、家族関係などあらゆる情報が集められて管理されることに

なります。便利になることは良いことですが、引き換えに個人のプライバシーが

侵害されないか？個人情報は保護されるのか？たいへん不安です。今、国でも県

でも、情報保護の法整備は遅れています。

しかも、サービス提供の運営はⅠT企業が行うことになり、自治体・議会では、

お金を出すだけで、独自の決定ができなくなり、地方自治とは言えません。

今、多くの県民が望んでいるのは、お年寄りから子どもまで、障がいがあって

もだれもが、安心して暮らせる社会をつくることです。

ⅠT技術を生かすことは大事ですが、ほんとうに住民福祉の向上に役立つのか、

しっかりと住民参加で議論すべきと主張し、反対しました。

２８１の県民の切実な願いの実現求める

日
本
共
産
党
奈
良
県
議
団
は
10
月
８
日
、
コ
ロ
ナ

禍
で
苦
悩
す
る
学
生
へ
の
支
援
強
化
を
荒
井
正
吾
知

事
宛
て
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。
９
月
に
県
内
で
19
歳

の
男
子
学
生
が
列
車
に
は
ね
ら
れ
死
亡
し
ま
し
た
。

同
居
す
る
家
族
に
よ
る
と
、
リ
モ
ー
ト
授
業
で
大
学

に
通
え
ず
、
「
大
学
を
や
め
た
い
」
と
話
し
、
悩
ん

で
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
県
議
団
は
、
県
立
大
学
、
女
子
大
学
、

教
育
大
学
と
の
懇
談
を
す
す
め
、
学
生
生
活
の
大
変

な
状
況
を
聞
き
取
り
、
議
会
で
取
り
上
げ
、
県
と
し

て
支
援
を
強
化
す
る
よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。

申
し
入
れ
で
は
、
▽
学
生
が
気
軽
に
相
談
で
き
る

窓
口
設
置
▽
入
学
金
の
返
金
▽
学
生
支
援
緊
急
給
付

金
の
継
続
的
実
施
や
食
糧
支
援
な
ど
県
の
支
援
策
を

抜
本
的
に
強
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

禍
で
苦
悩
す
る

の
支
援
強
化
を

突然の「スーパーシティ構想」
防災対策「田んぼダム」つぶして、デジタル都市を建設？

磯城郡３町住民への説明 まったくなし

予算審査特別委員会で知事と論戦する山村幸穂議員

党
県
議
団
が

知
事
に
要
望
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太
田
敦
議
員
は
9
月
24
日
、

奈
良
県
議
会
で
代
表
質
問
を
し

ま
し
た
。

最
初
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
「
い

ま
政
府
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に

し
た
対
応
だ
」
と
述
べ
、
感
染

伝
播
の
鎖
を
絶
つ
た
め
に
大
規

模
検
査
の
実
施
を
強
調
し
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も

が
無
料
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受
け

ら
れ
る
体
制
の
拡
充
を
求
め
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
宿
泊
療
養
施

設
で
症
状
の
あ
る
患
者
に
一
定

の
医
療
を
提
供
す
る
な
ど
医
療

体
制
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

知
事
が
奈
良
県
と
し
て
「
感

染
リ
ス
ク
あ
る
人
す
べ
て
」
を

検
査
対
象
に
し
て
い
る
と
答
弁

し
た
こ
と
を
受
け
て
、
太
田
議

員
阪
府
へ
往
来
し
た
い
県
民
が

検
査
を
希
望
し
て
も
相
談
窓
口

で
拒
否
さ
れ
る
実
態
を
指
摘
し

ま
し
た
。
荒
井
知
事
は
「
リ
ス

ク
あ
る
人
」
を
ど
う
考
え
る
か

今
後
判
断
し
た
い
と
答
え
ま
し

た
。

平
群
町
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
開
発

開
発
許
可
の
再
審
査
を

ま
た
、
平
群
町
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
開
発
に
つ
い
て
、
必
要
な

防
災
対
策
を
し
な
い
ま
ま
山
林

伐
採
を
実
施
し
て
い
る
な
ど
開

発
許
可
に
照
ら
し
工
事
の
進
め

方
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
追
及
し
ま
し
た
。

担
当
部
長
は
、
「
常
識
的
に

考
え
て
樹
木
の
伐
採
を
し
な
い

と
防
災
工
事
が
で
き
な
い
」
と

回
答
。
応
急
防
災
対
策
を
実
施

し
、
監
視
を
強
化
す
る
な
ど
と

答
え
ま
し
た
。

太
田
議
員
は
、
開
発
許
可
申

請
書
を
偽
装
し
た
疑
い
あ
る
事

業
者
の
再
審
査
な
ど
を
求
め
ま

し
た
。

福
祉
作
業
所
へ
の
支
援

障
害
者
工
賃
の
向
上
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

障
害
者
福
祉
施
設
の
厳
し
さ
を

浮
き
彫
り
に
し
、
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
と
し
、
障
害

者
の
工
賃
向
上
へ
の
取
り
組
み

を
、
県
と
し
て
も
積
極
的
に
行

う
べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。

知
事
は
障
害
者
が
就
労
す
る

施
設
な
ど
か
ら
物
品
等
を
優
先

調
達
す
る
促
進
会
議
を
来
月
、

県
内
２
か
所
で
開
く
と
説
明
し
、

障
害
者
の
工
賃
向
上
へ
向
け
て

前
向
き
な
答
弁
を
し
ま
し
た
。

共
産
党
県
議
団
は
、
8
月
に

奈
良
県
障
害
者
福
祉
連
合
協
議

会
な
ど
３
つ
の
障
害
者
団
体
と

懇
談
を
行
い
、
実
情
を
つ
か
ん

で
い
ま
し
た
。
質
問
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
た
も
の
。

令
和
２
年
度
奈
良
県
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
で
、
小
林
照
代

議
員
が
反
対
討
論
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が

ひ
ろ
が
る
中
、
令
和
２
年
度
当

初
予
算
に
は
県
独
自
の
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
費
は
僅
か
し
か
盛
り

込
ま
れ
ず
、
一
方
大
型
開
発
で

あ
る
、
２
０
０
０
㍍
滑
走
路
を

含
む
大
規
模
広
域
防
災
拠
点
整

備
、
な
ら
歴
史
芸
術
文
化
村
整

備
な
ど
で
建
設
事
業
費
は
57
億

円
増
加
。
ま
た
、
県
の
基
金
残

高
が
１
千
億
円
超
と
な
る
な
か
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
経
費
等
に

10
億
円
を
使
っ
た
た
け
。
積
極

的
な
基
金
の
活
用
で
県
独
自
施

策
の
充
実
が
必
要
で
す
。

ま
た
決
算
で
は
人
件
費
が
４

億
１
千
万
円
減
少
。
定
数
減
と

職
員
の
正
規
職
員
か
ら
会
計
年

度
職
員
へ
の
置
き
換
え
、
賃
金

抑
制
に
よ
る
も
の
。
コ
ロ
ナ
禍

で
、
ど
の
部
局
も
過
重
労
働
、

超
過
勤
務
が
増
え
て
い
ま
す
。

県
職
員
は
、
こ
の
15
年
間
で

約
３
０
０
０
人
減
ら
さ
れ
ま
し

た
。
保
健
所
数
も
保
健
所
・
衛

生
研
究
所
職
員
も
半
減
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
コ
ロ
ナ
対
応
に

影
響
し
た
と
見
る
の
が
相
当
で

す
。
奈
良
県
の
財
政
は
、
一
部

の
た
め
の
も
の
で
な
く
、
す
べ

て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
使
う
べ
き
と
考
え
、
本

決
算
に
反
対
い
た
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
県
議
団
が
提

案
し
た
「
子
ど
も
の
歯
の
矯

正
治
療
に
保
険
適
用
を
求
め

る
意
見
書
」
が
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
今
井
光

子
議
員
が
提
案
。

学
校
歯
科
検
診
で
疾
患
と

し
て
指
摘
さ
れ
た
咬
合
（
こ

う
ご
う＝

か
み
合
わ
せ
）
異

常(

不
正
咬
合)

で
も
、
歯
科

矯
正
は
大
半
が
保
険
適
用
外

と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
経

済
的
理
由
か
ら
受
診
・
治
療

が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が

い
ま
す
。

意
見
書
で
は
「
学
校
保
健

安
全
法
に
よ
る
検
診
の
場
で

指
摘
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
対
応
が
で
き
な
い
と
い
う

の
は
法
の
趣
旨
に
反
す
る
」

と
指
摘
。
子
ど
も
の
歯
科
矯

正
に
対
す
る
保
険
適
用
基
準

を
検
討
し
、
保
険
適
用
の
拡

大
を
求
め
て
い
ま
す
。

他
会
派
の
議
員
も
賛
同
。

県
内
市
町
で
も
意
見
書
決
議

が
拡
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

意見書
決算討論

９月定例会代表質問

県
支
援
で
大
規
模
検
査
実
施
を
！
医
療
提
供
体
制
強
化
を

５
波
の
経
験
生
か
し
第
６
波
へ
の
備
え
を

太
田
敦
議
員
が
知
事
に
求
め
る

子
ど
も
の
歯
の
矯
正
治
療
に
保
険
適
用

日
本
共
産
党
議
員
団
提
案

意
見
書
を
全
会
一
致
採
択

意見書を提案する今井光子議員
決算委員会の反対討論にたつ小林照代議員

県
職
員
15
年
で
３
０
０
０
人
を
削
減
・
保
健
所
数
も
半
減

正
規
の
職
員
・
専
門
職
員
の
増
員
を
要
求

小
林
照
代
議
員
が
決
算
認
定
に
反
対

代表質問にたつ太田あつし議員

近鉄駅の係員が無人になる時
間帯を増やす計画が明らかにな
り、県議団・党地方議員団が近
鉄本社に計画の見直しを要求。

香芝市の竹田川。土砂が堆

積し、草が茂っています。現

地を視察し、高田土木に対策

を求めました。

日本共産党奈良県会議員団のフォトレポート


